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宋代以降の江南における「省力型」農耕技術



















































































































































































































































































































































































































































































































































水退皆白。有草生時、即速分耕行、以 背種稲、則田自高矣。此田切忌糞壮。如 壮、反害其稼。其 亦
可捕種水産諸物、則不亜於良田也。
誠の『耕心農話』は1852年になった。「呉」すなわち蘇州を対象として農耕技術の有り様を
論じている。低田の中でも特に排水が困難な水田は「沢田」と呼ばれた。常に湛水状態にある
耕地はイグサ（「蓆艸・灯草」）を栽培し、さらに水の深いところであれば、ヒシやハス（「菱
・蓮 」）を栽培、あるいは魚を養殖したが、このようなことは「不水不燥之低田」とあり
天災に見舞われない耕地でのみで可能であった。このような記載がある以上、常に水に没した
土地が多かったことをうかがわせるが、「沢国」と称する環境下にありながら、干ばつに遭う
耕地も存在したようである。イグサや水稲が栽培できない規模の水害に遇い、栽培ができない
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場合は旧暦９月に一度耕起して、春になったら水稲を播種すればよいという。また、 誠の考
えによれば、耕地の中に何本かの溝を掘って畝を作り、水を退かせる。その後、雑草が生えて
きたら耕起を行い、畝の上に播種をする。このような耕地は地力が高いため、多施肥は不要で、
畝溝に水生植物をすきこめば良田にも劣らないという。
低田において、多様な栽培様式があったことは、北田英人も既に指摘しているところであ
る(28)。清末に至っても、多施肥の必要が無いほどに蘇州、すなわち浙西デルタの地力ポテン
シャルは高かったが、一方で湛水状態を克服できない耕地もあった。上掲２史料に見たような
農耕技術は、浙東河谷平野には適さないであろう。
また、湿田における耕耘農具の使用を確認しておく。時代が遡るが、元代の王禎が著した
『農書』（1313年）に見る牛犂耕である。
南方の水田泥耕し、其の田、高下闊狭等しからず。一犂は一牛を用って之を挽き、作止回
旋し、惟だ人の便とする所なり。…下田熟ること晩
おそ
く、十月收めて刈ること既に畢れば、即ち天晴
れて水無きに乗じて之を耕す。其の水の浅深を節し、常に塊 發を令て半ば水面より出し、日に暴らし雪に
凍らしむれば、土乃ち す。仲春土の膏脈起きれば、即ちに再た耕治す。又た一等の水田有り、泥 極
めて深く、能く牛畜を さば、則ち木桿を以て田中に横瓦し、人其の上に立ち之を鋤
たがや
す。南方の人畜暑き
に耐え、其の耕すや、四時皆な中昼を以てす。此れ南北地勢の宜しきを異にす。（王禎『農書』
農桑通訣２、墾耕篇）
南方水田泥耕、其田高下闊狭不等。一犂用一牛挽之、作止回旋、惟人所便。…下田熟晩、十
月收刈既畢、即乗天晴無水而耕之。節其水之浅深、常令塊 發半出水面、日暴雪凍、土乃 。仲春土膏脈
起、即再耕治。又有一等水田、泥 極深、能 牛畜、則以木桿横瓦田中、人立其上而鋤之。南方人畜耐暑、
其耕、四時皆以中昼。此南北地勢之異宜也。
水田の整地作業である。この史料にある「下田」は「低田」と共通するものであり、湿田での
整地を伝える。冬期は凍結作用を砕土作業にあてており、畜力はおろか農具すら使用しない砕
土である。春期の耕起は農具を用いて作業をおこなったかどうか不明である。また、強湿地で
あれば、牛を使っての耕起は難しく、人が木棒の上に乗って、耕起をしたという。強湿地にお
いて、役畜や大型農具を用いると、むしろ効率が悪かったことは既に前節で確認した。次いで
湿田用の除草農具である「 軸」である。
軸、草禾を する軸なり。…夫れ江淮の間、凡そ稲田に漫種し、其の草禾斉しく生え
並びに出ずれば、則ち此れを用いて し、草禾を使て倶に泥内に入らしめ、再宿の後、
禾乃ち復た出で、草則ち起きず。…江南の地下、泥を得ること易く、故に 軸を用いる。
（王禎『農書』農器図譜６、杷 八門、 軸）
軸、 草禾軸也。…夫江淮之間、凡漫種稲田、其草禾斉生並出、則用此 、使草禾
倶入泥内、再宿之後、禾乃復出、草則不起。…江南地下、易於得泥、故用 軸。北方塗田
頗少、放水之後、欲得成泥、故用雁翅打。此各隨地之所宜用也。
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軸とはローラー状の農具であり、この史料は江淮地域での使用例である。この地域の水稲作
は「漫種」とあるから、直播きでかつバラ播きであった。その後、稲と雑草は同時に同じ高さ
に生えるので、 軸で泥の中に埋めてしまう。２晩経過すると、稲だけが起き上がり、雑草は
生えてこないという。低湿地で水はけが悪い耕地は、土壌が常に泥状であるが、独特の農耕技
術が見ることができる。
このように、「低田」と呼ばれる耕地には、特徴的な農耕技術が存在し、宋代では認識され
ていなかった効果を、その後の時代では理解し積極的に利用していることがあったようである。
低田の最も大きな利点は、高い地力ポテンシャルであり、これを効率的にかつ省力的に発揮さ
せることを目的とする農耕技術が存在した。宋代の勧農文が理想モデルとした「浙 」、すな
わち浙東河谷平野で用いられた農耕技術とは根本的に異なるものであった。したがって、江南
において用いられる農耕技術には、複数の系譜が想定できる。
おわりに
中国農業史が主な考察対象としたのは、「集約」や「先進」と考えられた農耕技術、あるい
はその農耕技術が用いられた地域であり、その逆である「粗放」や「後進」と考えられた農耕
技術に関する検討は捨象されてきた点を本稿ではまず指摘した。考察の手がかりとして、連年
の作付が不能と言われる「歳易田」と、集約的あるいは先進的な農作業をおこなわない「懶
者」や「惰農」に注目し、その実態を考察した。その結果、前者では、休閑を行うことに積極
的な意義を見いだす言説は、宋代の生産者のみならず明末清初の人である徐光啓の著作にもあ
ることを確認した。地力を効率的にコントロールし、かつ、そのポテンシャルを省力的に引き
出すことを目指したようである。また、後者では、勧農対象であった「惰」とされる農民とは、
理想モデルであった「浙 」の農耕技術を用いない人々であり、河谷平野あるいはこれに類似
した耕地環境において、「浙 」の農法を用いない人々が「惰」と呼ばれ、勧農の対象とされ
たことを確認した。すなわち、デルタに該当する地域の農法を指して「惰」と判断することは
できない。
歳易田のように水没した水田耕地には、休閑による地力回復のみならず、「冬期湛水田」に
見たような種々の効用を農学的に見いだすことができた。また、水はけの悪い低湿地では、省
力的あるいは効率的な独自性のある農耕技術が使用された例も確認できた。
「江南農耕技術」というものを想定する際、その展開を長いタイムスパンの中で考えるなら
ば、「集約化」という視点から描きだされた農耕技術は１つの体系に過ぎず、「省力化」を前提
とした農耕技術の体系も念頭に置かなくてはならない。もしくは、これらが複合的に用いられ
た技術体系の存在をも想定する必要がある。だが、具体的にはどのような技術的要素が組み合
わされるのか、あるいは、どのような経営判断のもと、使用する技術が選択されるのか、様々
な点を留意しなくては、甚だ多様な江南農業史を論じることはできないであろう。
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